
私
は
主
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
塚
喜
子 

   

午
前
六
時
、
私
は
ベ
ッ
ド
の
脇
で
転
倒
し
た
。
素
知
ら
ぬ
顔
で
朝
の
食
卓
に
つ
く
と
、
夫
が

「
頭
に
大
き
な
瘤
が････

」
と
笑
っ
た
。
撫
で
る
と
痛
か
っ
た
。
絆
創
膏
で
は
間
に
合
わ
な
い
。 

 

午
前
十
時
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
、
駅
前
の
脳
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
。
医
師
は
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
画
像
写
真
を
見
て
「
硬
膜
下
血
腫
」
と
診
断
し
て
、
大
学
病
院
に
搬
送
す
る
手
配
を
し

た
。 

 

救
急
車
が
到
着
す
る
迄
の
間
、
夫
に
は
ゴ
ミ
出
し
、
戸
締
り
、
火
の
用
心
、
植
木
の
水
や
り
、

食
事
の
こ
と･････

思
い
つ
く
ま
ま
、
あ
り
っ
た
け
の
サ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。
呆
然
と
す
る

ば
か
り
で
、
全
く
頼
り
に
な
ら
な
い
夫
に
、
車
の
カ
ギ
を
握
ら
せ
、
そ
の
背
中
を
押
し
た
。 

 

午
後
一
時･････

私
は
頭
蓋
骨
に
開
け
た
穴
か
ら
血
を
吸
引
す
る
手
術
を
受
け
た
。
痛
み
は

皆
無
だ
が
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
両
手
を
恐
る
恐
る
意
識
す
る
と
、
指
は
ど
れ
も
密

や
か
に
、
軽
や
か
に
動
く
。
気
が
つ
け
ば
鍵
盤
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
鍵
盤
が
奏
で
る
「
ト
ル
コ

行
進
曲
」【
テ
ィ
ア
ラ
ラ
ル
ン 

テ
ィ
ア
ラ
ラ
ル
ン････････

】
に
私
の
不
安
は
一
掃
さ
れ
た
。 

 

手
術
室
は
劇
場
ホ
ー
ル
。
手
術
台
は
舞
台
。
天
井
の
ド
デ
カ
イ
白
熱
灯
は
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ

ト
。
役
者
は
イ
ケ
メ
ン
の
執
刀
医
と
看
護
師
、
勿
論
、
主
役
は
私
。
水
色
の
愛
想
な
い
手
術
着

は
気
に
入
ら
な
い
が
、
仕
方
な
い
。 

 

第
一
楽
章
の
中
程
に
き
て
、
こ
こ
か
ら
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
向
か
お
う

と
い
う
時
に
、
天
井
の
ラ
イ
ト
の
光
源
が
落
ち
た
。
忽
ち
ホ
ー
ル
は
不
愛
想
な
手
術
室
に
戻
っ

た
。
容
赦
な
く
主
役
の
腕
か
ら
管
を
抜
く
看
護
師
は
、
有
能
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
上
な
い

情
ナ
シ
だ
。 

「
終
わ
り
ま
し
た
よ
。
血
腫
を
吸
引
し
て
中
を
洗
い
ま
し
た
。
家
族
に
報
告
し
ま
す
」
と
い
う

執
刀
医
も
ヨ
ク
ヨ
ク
見
れ
ば
少
し
も
イ
ケ
メ
ン
で
な
い
。
唯
の
強
面
だ
。
車
椅
子
に
降
ろ
さ
れ

た
主
役
は
二
人
の
脇
役
に
礼
を
言
い
、
病
室
に
移
動
し
た
。 

  

転
ん
だ
だ
け
な
の
に
、
今
日
一
日
の
こ
の
顛
末
は
情
け
な
か
っ
た
が
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
を

多
少
な
り
と
も
未
だ
に
暗
譜
し
て
い
た
の
に
驚
い
た
。
小
学
校
の
時
に
習
い
始
め
て
、
高
校
生

の
時
に
練
習
が
嫌
で
投
げ
出
し
た
ま
ま
の
ピ
ア
ノ
だ
っ
た
か
ら
。 

  
 


